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成果概要 

血液内科の臨床では、経産女性や輸血経験者の中に抗 HLA 抗体陽性の患者を診断す

る機会がある。そのような抗 HLA 抗体陽性患者の体内には抗 HLA 抗体産生リンパ球が

存在することは確かであるが、そのリンパ球を末梢血中から分離することは一般的に

は極めて困難と考えられていた。富山大学大学院免疫学のグループが、抗体産生リン

パ球を単離する方法として、微小チップを用いた方法（Nature Medicine 2009; 15:1088）

を開発した。我々はその方法を使用して、診断用抗 HLA クラスⅠ抗体（抗 HLA-B61 抗

体、抗 HLA-A24抗体）の作製に成功し、特許出願と論文発表を行った（特願 2016-176718、

Blood 2017; 129:2908）。また、その抗体は悪性リンパ腫や骨髄腫細胞を傷害すること

も確認したため（2017年米国血液学会、Abstract #2069）、治療薬としても臨床応用が

可能である。さらに、B 細胞などの一部の血液細胞にのみ発現している HLA クラス II

抗原に対するモノクローナル抗体は、B細胞腫瘍の有望な治療薬になり得るため、本連

携研究を継続している。 
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